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抄録 

 大学図書館の学生協働において図書館職員に求められる役割と専門性を明らかにす

ることを目的に，九州大学附属図書館の学生協働の実践例を対象として，その活動内

容を業務日誌等の記録をもとに分析し，学生スタッフと図書館職員それぞれが果たし

ている役割を特定した。図書館職員には経営管理能力，コミュニケーション能力等の

汎用的な能力に加えて，図書館固有の専門的な知識，教育工学等に関する知識，所属

大学の教育に関する知識が必要であることがわかった。  

 

 

1. 背景と目的 

 日本では近年，高等教育の質的転換が求めら

れる中で，大学図書館が授業外学習支援の場と

して注目されている。例えば，科学技術・学術

審議会学術情報委員会の「審議まとめ」では，

学修支援環境整備のためには，図書館において，

コンテンツ，学習空間，人的支援の 3要素を有

機的に連携させることが重要であると指摘して

いる 1)。このような提言等を背景として，大学

図書館は，学術コンテンツの拡充やラーニン

グ・コモンズの整備とともに，人的支援の充実

を進めようとしている。 

人的支援充実のための一方策が，学生協働で

ある。学生協働とは，「図書館業務の一端を，職

員とともに，利用者でもある学生が担う活動」

であり，2010年前後から国内各地の大学図書館

で活発化している 2)。呑海・溝上は，ラーニン

グ・コモンズにおいて総合的な学習支援サービ

スを提供するためには，「自発的・自立的に学習

支援に関与し，図書館スタッフの一員としての

働きをする学生スタッフ」である学生アシスタ

ントの活用が重要であると指摘している 3)。ま

た，呑海は，北米の大学図書館における学生ア

シスタントの役割を，その歴史的変遷から，「図

書館業務を量的に補佐」「図書館業務・サービス

を質的に補佐」「図書館サービスを拡張」の 3

つに類型化し，現在その役割は重層的になって

いると述べている 4)。 

大学図書館が学生協働による人的支援体制を

効果的に構築するためには，その構成員の役割

を明確にする必要がある。しかし，学生スタッ

フについては，先行研究によりその役割や意義

が主にラーニング・コモンズとの関連から整理

されているものの，図書館職員側の役割につい

ての言及は少なく，学生協働の実践に必要な能

力も明らかにされていない。 

本研究の目的は，人的支援としての学生協働

において図書館職員に求められる役割と専門性

を明らかにすることである。なお，ここで言う

「専門性」とは，図書館職員が身に付けるべき

能力（知識・技能・態度）のことを指す。 

 

2. 研究方法 

 学生協働の実践例から，学生スタッフが果た

している役割を特定し，図書館職員側に求めら

れる役割を分析することで，学生協働における

図書館職員の専門性について考察を行う。 

 

2.1. 九州大学附属図書館における実践の概要 

 学生協働の一事例として，九州大学附属図書

館における実践例を分析の対象とする。 

同館では，九州大学の「教育の質向上支援プ

ログラム（EEP）」の取り組みの一環として，

図書館における学生の自主的な学びを促進する

ために，2012 年 3 月から大学院生を「図書館

学習サポーター（Cuter）」として雇用し，学生

協働による学習支援を展開している。Cuterは，

相談デスクでの案内・指導，図書館講習会等の

補助，Web上の学習ガイド（LibGuides）の作

成，学生交流イベントの企画・実施などを担当



している。2014年 9月末現在，3キャンパスで

合計 19 名（うち 3 名は留学生）の大学院生が

Cuterとして活動している。 

学生協働の活動内容は，CuterがWeb上の業

務日誌（Cuter活動日誌）に記録するとともに，

図書館職員がほぼ毎月学内向けの活動報告書に

まとめている。また，学外の交流会等で発表す

るためのポスターや LibGuides を活動の成果

物として公表している。 

 

2.2. 学生協働の活動実態把握 

 九州大学附属図書館における学生協働の実態

を把握するために，以下の手順で活動内容を整

理し，分析した。 

1) 相談デスクの相談内容リスト作成 

Cuter は，認証付き「はてなブログ」上の活

動日誌に，相談デスクでの質問応答を全て詳細

に記入し，それ以外は業務名（例：イベント企

画，Webガイド作成）のみ記載するよう義務付

けられている。そこで，まず「Cuter活動日誌」

の2013年4月1日から2014年9月30日まで

の記事データをテキストファイルで入手し，1

相談を 1件のレコードとしてリスト化した。リ

スト化の作業は，各館の学生協働担当の図書館

職員 6 名が分担した。入力項目は，「日付，開

始・終了時刻，場所，担当者名，留学生対応の

有無，活動領域，詳細」である。最後に，著者

の一人がリストを統合し，活動領域や表記の揺

れを修正した。活動内容の分類に用いた「活動

領域」及び「方法」は，学習支援に関する先行

研究等 3,5,6,7)を参考にして設定した。 

相談内容リストのレコード件数は合計 1,029

件となった。当該期間中に日誌を記入した

Cuter の人数は延べ 32 名であり，専攻分野は

人文社会科学・理学・農学・工学・数学・医学・

芸術工学・学際領域であった。 

2) 相談デスク以外の活動内容表作成 

相談デスク以外の活動内容を，活動報告書や

発表用ポスター，LibGuides から調査し，「年

度，活動内容，方法，活動領域」に分けて表に

した。その結果，20種類の活動が確認できた。 

3) 学生協働の活動総括表作成 

上記 1)と 2)で作成したリストを統合し，学生

協働の活動総括表を作成した。 

 

3. 学生スタッフと図書館職員の役割 

2.2.3)で作成した活動総括表をもとに，「活動

領域」及び「方法」毎に，学生スタッフと図書

館職員それぞれの役割を特定した結果を，表 1

に示す。表1の左側は，本研究で用いた「活動

領域」（Ⅰ～Ⅴ；Ⅰのみ下位分類 1～5）と「方

法」（a～g）によって区分している。 

また，表1に収録した諸活動の前提となる統

括的業務について，中央図書館の学生協働担当

図書館職員から聞き取った内容を整理し，4 種

類の業務区分を付してまとめた結果を，表2に

示す。 

 

3.1. 学生スタッフの役割 

表1の活動領域と学生スタッフの役割を照ら

し合わせた結果，「Ⅲ.学習法・解法指導」「Ⅳ.

学生生活支援」「Ⅴ.その他」が，学生協働の導

入により，図書館の学習支援に新たに加わった

活動領域であることがわかった。 

活動の方法から見ると，「f.交流会」は，学生

スタッフが主体となって企画・運営全般から報

告まで担当している。また，「b.Web ガイド」

や「c.展示」では，大学院生の立場から専門的

な知識や経験を発揮している。つまり，Cuter

は「自発的・自立的に学習支援に関与し，図書

館スタッフの一員としての働きをする学生スタ

ッフ」として，様々な場面で「図書館業務・サ

ービスを質的に補佐」し，「図書館サービスを拡

張」する役割を果たしていると言える。 

 

2.2.1)で作成した相談内容リストを活動領域

別に集計した結果を図1に示す。 

 

Ⅰ．図書館利用教育

１．サービス案内, 157件, 15%

Ⅰ．図書館利用教育

２．情報探索法指導, 167件, 16%

Ⅰ．図書館利用教育

３．情報整理法指導, 3件, 1%

Ⅰ．図書館利用教育

４．情報表現法指導, 64件, 6%

Ⅱ．ICT利用指導, 

486件, 47%

Ⅲ．学習法・解法指導, 

89件, 9%

Ⅳ．学生生活支援, 

52件, 5%

Ⅴ．その他, 11件, 1%

n = 1.029

図1：相談デスクでの相談内容の内訳 

 



図 1 より Cuter が相談デスクで対応した

1,029 件の質問応答の内訳を見ると，「Ⅱ.ICT

利用指導」が 47%で最も多い。これは，図書館

が館内にパソコン等を設置して，学内の情報部

門と連携した ICT 利用支援を行っている影響

と考えられる。次は，「Ⅰ.図書館利用教育」の

合計 38%であり，下位分類別では「2.情報探索

法指導」と「1.サービス案内」がそれぞれ 15%

前後と多く，続いて「4.情報表現法指導」6%，

「3.情報整理法指導」1%の順になった。以上の

ⅡとⅠは，レファレンスカウンター等で図書館

職員が通常対応している内容であるため，学生

スタッフは，「図書館業務を量的に補佐」し「図

書館業務・サービスを質的に補佐」する役割を

果たしている。一方，「Ⅲ.学習法・解法指導」

9%や「Ⅳ.学生生活支援」5%は学務部が従来行

ってきたピアサポートであり，割合は少ないも

のの，学生スタッフが「図書館サービスを拡張

する役割」を担っていることを示している。 

なお，相談内容リスト中に留学生対応（使用

言語は問わない）は 106件あり，全体の約 10%

となった。九州大学の 2014年度の学生 1割強

が留学生であることから，妥当な割合と言える。 

 

3.2. 図書館職員の役割と専門性 

表1と表2の全体を見渡すと，図書館職員は

学生協働という事業を統括しながら，学生スタ

ッフが活動しやすい環境を整え，学生スタッフ

の力を図書館の学習支援に効果的に取り入れる

ための役割を果たしていることがわかる。 

図書館職員に求められる能力を個別に見てい

くと，表2に示した統括的業務はもとより，表

1 の全ての活動領域で，人員管理，評価といっ

た「経営管理能力」や，連絡調整，広報，報告

などの「コミュニケーション能力」が必要とな

っている。特に，学生協働においては，学生ス

タッフを訓練するための「人材育成力」は欠か

せないものである。また，講習会等を企画し，

全体調整を行ったうえで実施するためには，「企

画力」「調整力」「実行力」が求められる。 

方法別に確認すると，以上のような汎用的な

能力に加えて，例えば，「a.相談デスク」や

「b.Webガイド」のマニュアル整備，助言，編

集，査読には，図書館のサービス，システム，

コレクション等に関する「図書館固有の専門的

な知識」が必須である。また，「e.講習会」の企

画，設計，教材作成，講師のためには，「教育工

学や学習科学等に関する知識や技能」が必要と

なるだろう。そして，学生協働という事業運営

のためには，「所属大学の教育に関する知識」が

重要となる。 

以上のような学生協働における図書館職員の

役割と能力の明確化により，効果的な人的支援

体制の構築，研修プロブラムの作成や実施，職

員の自己研鑚等の人材育成における検討材料を

提供することができる。また，学生協働の実践

において，図書館職員が専門性を発揮すること

により，学生スタッフと図書館職員の有機的な

連携が促進され，大学図書館の学修環境充実に

資することが期待できる。 
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表１ 九州大学附属図書館の学生協働における学生スタッフと図書館職員の役割分担表 

活動領域 方法 学生ｽﾀｯﾌ 図書館職員 

Ⅰ.図書館

利用教育 

1.印象付け 

c. 展示 展示ﾃｰﾏの選定､展示図書の選定､推薦ｺﾒﾝﾄ執筆 ﾃｰﾏや展示物や期間の全体調整､機材や場所の確保 

d. 館内ﾂｱｰ 日本語･英語による新入生向け館内ﾂｱｰの先導 企画､連絡調整､広報､ｼﾅﾘｵ作成､先導､評価､報告 

e. 講習会 新入生ｶﾞｲﾀﾞﾝｽで自身の図書館活用体験ｽﾋﾟｰﾁ 企画､連絡調整､広報､設計､教材作成､講師､評価､報告 

2.ｻｰﾋﾞｽ案

内 

a. 相談ﾃﾞｽｸ 一般的な図書館ｻｰﾋﾞｽの利用に関する質問回答 人員管理、時間割調整､倫理指導､ﾏﾆｭｱﾙ整備､ｻｰﾋﾞｽ詳細に関する助言 

b. Web ｶﾞｲﾄﾞ 図書館資料の紹介を含む学習ｶﾞｲﾄﾞ執筆､他者作成ｶﾞｲﾄﾞの査読 編集､ｼｽﾃﾑ操作ﾏﾆｭｱﾙ整備､執筆ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ整備､新ｶﾞｲﾄﾞ提案､査読 

c. 展示 展示ﾃｰﾏの選定､図書の選定､推薦ｺﾒﾝﾄ執筆 ﾃｰﾏや展示物や期間の全体調整､機材や場所の確保 

d. 館内ﾂｱｰ 日本語･英語による新入生向け館内ﾂｱｰの先導 企画､連絡調整､広報､ｼﾅﾘｵ作成､先導､評価､報告 

e. 講習会 講義教材の事前ﾁｪｯｸ､講師改善点のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 企画､連絡調整､広報､設計､教材作成､講師､評価､報告 

3.情報探索

法指導 

a. 相談ﾃﾞｽｸ 蔵書検索等に関する質問回答 人員管理、時間割調整､倫理指導､基本的な情報検索に関する訓練と助言 

e. 講習会 文献検索法の実習で受講生の操作補助 企画､連絡調整､広報､設計､教材作成､講師､評価､報告 

4.情報整理

法指導 

a. 相談ﾃﾞｽｸ 文献管理ﾂｰﾙ等の利用方法に関する質問回答 人員管理、時間割調整､倫理指導､基本的な文献管理ﾂｰﾙに関する訓練と助言 

b. Web ｶﾞｲﾄﾞ 情報整理法に関するｶﾞｲﾄﾞ執筆､他者作成ｶﾞｲﾄﾞの査読 編集､ｼｽﾃﾑ操作ﾏﾆｭｱﾙ整備､執筆ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ整備､新ｶﾞｲﾄﾞ提案､査読 

e. 講習会 文献整理法の実習で受講生の操作補助 企画､連絡調整､広報､設計､教材作成､講師､評価､報告 

5.情報表現

法指導 

a. 相談ﾃﾞｽｸ ﾚﾎﾟｰﾄの書き方など情報表現法に関する質問回答 人員管理、時間割調整､倫理指導､基本的な情報表現ﾂｰﾙに関する助言 

b. Web ｶﾞｲﾄﾞ ﾚﾎﾟｰﾄの書き方など情報表現法のｶﾞｲﾄﾞ執筆､他者作成ｶﾞｲﾄﾞの査読 編集､ｼｽﾃﾑ操作ﾏﾆｭｱﾙ整備､執筆ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ整備､新ｶﾞｲﾄﾞ提案､査読 

e. 講習会 ﾌﾟﾚｾﾞﾝ講座でﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾚｾﾞﾝ披露､ﾚﾎﾟｰﾄ書き方講座で教材作成および講師 企画､連絡調整､広報､設計､教材作成､教材の素材提供､講師､評価､報告 

f. 交流会 研究発表を軸とした学生交流ｲﾍﾞﾝﾄの企画･運営全般､発表､評価､報告 企画や運営への助言､機材や場所の確保､広報､評価､報告 

Ⅱ. ICT 利用指導 a. 相談ﾃﾞｽｸ 大学提供の情報ｼｽﾃﾑの利用に関する質問回答 人員管理、時間割調整､倫理指導､ﾏﾆｭｱﾙ整備､ﾄﾗﾌﾞﾙに関する助言 

Ⅲ. 学習法･解法指導 

a. 相談ﾃﾞｽｸ 言語の習得法や数学の問題の解き方などの質問回答 人員管理、時間割調整､倫理指導 

b. Web ｶﾞｲﾄﾞ 専門的な知識をもとに初学者向け学習ｶﾞｲﾄﾞ執筆､他者作成ｶﾞｲﾄﾞの査読 編集､ｼｽﾃﾑ操作ﾏﾆｭｱﾙ整備､執筆ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ整備､新ｶﾞｲﾄﾞ提案､査読 

c. 展示 展示ﾃｰﾏの選定､図書の選定､推薦ｺﾒﾝﾄ執筆 ﾃｰﾏや展示物や期間の全体調整､機材や場所の確保 

f. 交流会 研究発表を軸とした学生交流ｲﾍﾞﾝﾄの企画･運営全般､発表､評価､報告 企画や運営への助言､機材や場所の確保､広報､評価､報告 

Ⅳ. 学生生活支援 

a. 相談ﾃﾞｽｸ 進学･就職などの進路や学生生活全般に関する質問回答 人員管理、時間割調整､倫理指導 

b. Web ｶﾞｲﾄﾞ 就職活動体験記などの生活支援ｶﾞｲﾄﾞ執筆､他者作成ｶﾞｲﾄﾞの査読 ｼｽﾃﾑ操作ﾏﾆｭｱﾙ整備､執筆ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ整備､新ｶﾞｲﾄﾞ提案､査読･編集 

c. 展示 展示ﾃｰﾏの選定､図書の選定､推薦ｺﾒﾝﾄ執筆 ﾃｰﾏや展示物や期間の全体調整､機材や場所の確保 

f. 交流会 就活生を対象とした交流ｲﾍﾞﾝﾄの企画･運営全般､報告 企画や運営への助言､機材や場所の確保､広報､報告 

Ⅴ. その他 

f. 交流会 
学外開催の学習支援に関する交流会で発表資料作成および発表 人選､連絡調整､発表資料作成､発表､報告 

他大学図書館の学生による選書委員会と交流 連絡調整､報告 

g. その他 
留学生を対象としたﾆｰｽﾞ調査の企画､連絡調整､実施､報告 留学生を対象としたﾆｰｽﾞ調査の企画､連絡調整､実施､評価､報告､ｻｰﾋﾞｽ反映への検討 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞで行動指針の検討､作成 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの日程調整､議事整理､行動指針の検討､作成､報告 

 
  

表２ 九州大学附属図書館の学生協働における図書館職員の統括的業務 

事業運営 学生協働に関する事業計画立案および経費要求､事業進捗管理､予算管理､事業評価および報告､学内他部署との連携､学内外へのｱﾋﾟｰﾙ 

学生ｽﾀｯﾌの採用･配置 
募集広報､学年や専門性など学生ｽﾀｯﾌ全体のﾊﾞﾗﾝｽを考慮した採用､適正判断（専門知識･能力､図書館活用能力､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力､意欲等）により採用可否決定､募集連絡や採用書類提出な
どの事務手続き､各地区のﾆｰｽﾞに合致した配置 

学生ｽﾀｯﾌの管理 連絡体制整備､ｼﾌﾄ調整､就業管理､各個人の業務進捗管理および評価､意欲向上や円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのための環境整備 

学生ｽﾀｯﾌの訓練 全体的な業務や服務の説明､新任者への初期教育 

 


